
課　題
● 市民が森と接する機会の不足と、里山活動の担い手不足
● 地域の人口減少による担い手不足や活動の停滞

目　標
植生豊かな自然と幅広い里山活動ができる環境で地域住民が主体となって
生き生きと活動するようになり、興味を抱いた地域外の人が訪れてこの地
域の移住・交流人口が増える。

活動内容と成果
● 地域住民が主体となって生き生きと活動する場づくりのために、里山活
動の拠点となる場所「みんなの基地」づくりを市民参加型で実施し、計5回 
64人の参加があった
● 活動しやすい場づくりや、活動の自由度を高める仕組みの改善をしなが
ら市民活動のサポートをし、69回の活動、 1,110人の参加があった
● 里山活動利用者向けのワークショップや勉強会を9回開催し、 119人の参
加があった
● 下川町での豊かな自然を楽しむ体験をできるワークショップを4回開催
し、35人参加（うち町外者16人）があった

本助成期間中に、市民参加型でのフィールド整備やワークショップ・勉
強会などを実施したり、活動の仕組みの改善をしたことにより、市民ボ
ランティアが主体となって自立的に運営する機運が高まった。
また、地域外からワークショップや活動に参加される方は、興味や関心
がマッチすれば遠方からでも足を運んでくださることがわかったので、
この地域ならではの魅力や暮らしの提案を今後も発信していきたいと
思う。

全助成期間の活動を振り返って

市民による里山活動を通じた地域社会再生
のモデル構築
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（特非）　森の生活

本助成期間終了後も、ボランティアの方々が主体的に運営していくための協議の場を設置し、継続して活動が続けられるよう支
援をしていく。また、今後も増えると予想される移住者の方々に対しても、自然体験活動のフィールドとして引き続き市民に開か
れた場として整備や利用の周知を実施していく。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
事前ヒアリングで出た様々な意見や
アイディアを、合意形成を図りなが
ら一つの形に落とし込んでいくこと。
新型コロナウイルス禍でのワーク
ショップ開催方法や実施タイミング
の判断。

■工夫した点
他のイベントと同日開催するなどの
工夫をしながら、計5回のワーク
ショップを実施し、大人から子ども
まで多くの人に関わってもらって活
動拠点を作ることができた。

活動地域

市民参加型で作る「みんなの基地づくり」市民参加型で作る「みんなの基地づくり」

「グリーンウッドワーク」ワークショップ「グリーンウッドワーク」ワークショップ

森のようちえん「カカラ」の活動の様子森のようちえん「カカラ」の活動の様子

実　践

ひろげる助成

3年目

「みんなの基地づくり」
参加者数 64 人
ワークショップや
勉強会の参加者 119 人

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 80 ％
 北海道下川町


